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 令和 3年 1月 27 日（火）６～7 限目に、本校葵講堂にて、1 年生普通科全員参加による、「課題研究基

礎」学年発表会が開催されました。事前に各クラスから選出された 6名が 1年間の研究成果を発表しまし

た。発表時間は各自 5分、その後 2分の質疑応答では活発な議論が展開されました。発表者および発表

テーマは以下の通りです。ベストプレゼンターは 1年７組の林理人君が選ばれました。おめでとうございま

す。今後もすばらしい研究を続けてください。 
 

   

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

   
   校長先生のお話       発表の様子(1)               発表の様子(2) 

        
質疑応答(1)       質疑応答(2)    質疑応答(3)        表彰を受けた発表者 

 

＜発表を聞いた生徒たちの感想文より＞ 

 ・研究の内容がどれもユニークで発表も聞きやすく理解しやすかった。・どの発表もすばらしく何よりもその着眼点
がすごく良かった。・今回の 6人のテーマについての発表を聞き、自分自身も新たな疑問を持ち継続した実験が

出来るといいなと思った。・質問に答える態度や丁寧な対応が良かった。・今回の発表を聞いて、私達の身の周 

りにはたくさんの不思議なことや、興味深いことがあふれていると感じた。・最後に聞いた 3年生の発表は内容が 

高度で調査もより詳しく、とても参考になりました。・発表した人全員が僕自身には無いユニークな考えや独自の 

発想を持っていてそれぞれがとても面白い発表テーマだと思いました。・今後は大勢の人の前で話す練習やテ 

ーマを決めての学習をしてみようと思います。・インターネットで調べた内容だけでなく自分で考え実験をしてい 

た点がよかった。・校長先生からの「楽しみながら研究することは大切だ」の言葉が胸に響いた。 

 

 

課題研究基礎学年発表会 

＜発表者および発表テーマ一覧＞  
発表順 組 

出

席

番

号 

氏  名 発 表 タ イ ト ル 

1 8 34 三田村 侑哉 植物にオロナミンＣを与えると元気溌剌になるのか 

2 5 32 松原 愛 靴下はなぜ「足下靴上」と呼ばれないのか 

3 6 19 玉村 莉瑚 手話は本当に必要か 

4 4 19 谷川 詩歩 子どもが高いところに登る理由 

5 7 28 林 理人 シャボン玉を長持ちさせたいっ！ 

6 3 18 白﨑 楓 クリスマスの嘘と真実 

 

 


